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日
本
の
土
地
所
有
の
現
代
的
課
題

新
潟
大
学
法
学
部

関

武
　
志

●

は
　
じ
　
め
　
に

　
日
本
で
は
土
地
政
策
が
絶
え
ず
説
か
れ
な
が
ら
、
最
近
で
も
、
昭
和
五

〇
年
代
末
か
ら
起
こ
っ
た
異
常
な
地
価
高
騰
の
際
に
、
連
日
の
如
く
土
地

問
題
が
新
聞
等
を
賑
わ
せ
た
。
地
価
は
こ
こ
三
年
程
は
下
落
の
傾
向
に
あ

る
が
、
地
価
は
高
騰
す
る
と
至
る
所
で
弊
害
を
も
た
ら
す
。
た
と
え
ば
、

ω
工
場
用
地
の
入
手
・
管
理
が
難
し
く
な
る
か
ら
、
産
業
コ
ス
ト
は
影
響

を
受
け
て
、
製
品
コ
ス
ト
の
増
加
に
よ
る
物
価
高
を
も
た
ら
す
。
ま
た
、

㈲
個
人
の
持
家
や
公
共
住
宅
を
建
設
す
る
た
め
の
用
地
は
阻
ま
れ
る
し
、

㈲
公
園
や
道
路
な
ど
の
公
共
施
設
の
拡
充
は
遅
れ
が
ち
に
な
る
。
国
土
地

の
計
画
的
な
利
用
も
難
し
く
な
る
か
ら
、
環
境
悪
化
、
公
害
、
都
市
災
害

な
ど
に
対
す
る
対
策
が
遅
れ
る
こ
と
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
地
価
の
上
昇
を
阻
止
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
。
そ

の
原
因
は
、
そ
も
そ
も
日
本
で
は
、
地
価
が
上
昇
し
て
も
止
む
を
得
な
い

法
的
・
社
会
的
基
盤
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
を
意
識
し
つ
つ
土
地

所
有
制
度
に
つ
い
て
報
告
し
よ
う
、
と
い
う
の
が
こ
れ
か
ら
の
内
容
で
あ

る
。
や
や
補
足
す
る
と
、
私
は
民
法
を
研
究
分
野
と
す
る
の
で
、
民
法
学

と
い
う
法
律
学
の
観
点
か
ら
、
日
本
の
土
地
所
有
に
内
在
す
る
問
題
点
と

今
後
の
課
題
を
報
告
し
よ
う
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
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以
下
で
は
、
ま
ず
、
①
民
法
典
の
定
め
る
土
地
所
有
権
の
内
容
に
つ
い

て
説
明
し
、
次
に
、
②
こ
の
よ
う
な
土
地
所
有
権
の
内
容
が
、
現
代
社
会

に
多
大
な
障
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
土
地
所
有
の
問
題
状

況
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
③
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
処
す
る
た

め
に
採
ら
れ
た
立
法
政
策
の
状
況
を
概
観
し
て
、
日
本
の
土
地
所
有
制
度

が
抱
え
る
課
題
に
触
れ
た
い
と
思
う
。

一
　
民
法
典
の
定
め
る
土
地
所
有
の
取
扱
い

ω
　
土
地
所
有
権
の
内
容

　
日
本
民
法
典
の
第
二
〇
六
条
は
所
有
権
を
、
法
令
で
禁
止
さ
れ
て
い
な

い
限
り
、
物
を
自
由
に
使
用
、
収
益
、
処
分
で
き
る
権
利
だ
と
定
め
て
い

る
。
そ
の
際
、
所
有
権
の
対
象
と
な
る
「
物
」
に
は
動
産
、
不
動
産
の
区

別
が
さ
れ
て
い
な
い
。
不
動
産
に
つ
い
て
も
、
土
地
と
か
建
物
と
い
っ
た

区
別
が
な
く
、
自
由
に
使
用
、
収
益
、
処
分
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
思
い

の
ま
ま
に
使
用
、
収
益
、
処
分
で
き
る
建
て
前
で
あ
る
か
ら
、
所
有
権
に

は
物
に
対
す
る
「
自
由
性
」
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
憲
法
二
九

条
一
項
は
所
有
権
を
含
む
財
産
権
の
「
不
可
侵
性
」
を
謳
っ
て
い
る
の
で
、

所
有
権
は
法
令
で
制
限
さ
れ
て
い
な
い
限
り
絶
対
的
な
権
利
だ
、
と
捉
え

ら
れ
て
き
た
。
賃
借
権
と
か
永
小
作
権
の
よ
う
な
、
物
を
利
用
で
き
る
権

利
（
”
利
用
権
）
は
所
有
権
の
他
に
も
あ
る
が
、
所
有
権
ほ
ど
に
「
絶
対

性
」
が
保
障
さ
れ
て
い
る
利
用
権
は
な
い
か
ら
、
民
法
典
は
、
他
の
利
用

権
に
対
す
る
所
有
権
の
「
優
越
性
」
を
も
承
認
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
所
有
権
は
「
近
代
的
所
有
権
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ

こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
所
有
権
の
内
容
が
、
動
産
所
有
権
の
み
な
ら

ず
不
動
産
所
有
権
、
殊
に
土
地
所
有
権
に
つ
い
て
も
全
く
同
レ
ベ
ル
で
扱

わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
②
　
土
地
所
有
権
の
特
殊
性

　
こ
の
よ
う
に
民
法
典
は
、
土
地
も
動
産
な
ど
と
同
様
に
財
産
化
・
商
品

化
し
た
前
提
に
あ
る
。
そ
も
そ
も
近
代
経
済
は
、
高
度
な
社
会
的
分
業
を

基
盤
と
し
た
商
品
の
生
産
と
、
そ
の
交
換
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
か
ら
、

商
品
の
生
産
と
交
換
は
、
取
引
に
よ
る
所
有
権
の
流
通
と
い
う
形
態
で
具

現
す
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
商
品
の
「
交
換
価
値
」
こ
そ
近
代
経
済
の
基
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本
で
あ
り
、
商
品
の
「
利
用
価
値
」
そ
の
も
の
は
、
一
ま
ず
背
後
に
退
け

ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
を
土
地
に
当
て
は
め
る
と
、
土
地
も
「
交

換
価
値
」
が
重
視
さ
れ
る
た
め
、
土
地
を
譲
渡
し
た
り
担
保
に
供
し
た
り

し
て
、
近
代
資
本
主
義
は
発
展
し
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
土
地
を
商

品
化
し
た
こ
と
は
、
資
本
主
義
の
発
展
に
大
い
に
貢
献
し
た
こ
と
を
認
め

ざ
る
を
得
な
い
。

　
し
か
し
、
地
価
の
高
騰
と
い
う
土
地
問
題
が
顕
在
化
し
て
か
ら
、
こ
の

よ
う
な
考
え
は
反
省
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
土
地
本
来
の
性
質

か
ら
す
れ
ば
、
土
地
を
他
の
物
と
同
レ
ベ
ル
で
商
品
化
さ
れ
る
べ
き
で
は

な
か
っ
た
、
と
後
に
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、

建
物
を
引
き
合
い
に
説
明
す
る
と
、
建
物
の
よ
う
に
人
間
が
資
本
や
労
働

を
投
下
し
て
生
産
さ
れ
た
物
は
、
必
要
が
あ
っ
て
生
産
さ
れ
た
わ
け
で
あ

る
か
ら
、
建
物
自
体
が
人
間
に
と
っ
て
当
然
に
価
値
を
備
え
て
い
る
。
そ

し
て
、
資
本
主
義
社
会
で
は
所
有
は
資
本
に
よ
っ
て
現
象
さ
れ
る
か
ら
、

資
本
と
労
働
を
投
下
し
て
生
産
さ
れ
た
建
物
は
、
労
働
を
提
供
し
た
人
の

所
有
に
な
る
の
で
は
な
く
、
資
本
を
提
供
し
た
人
の
所
有
に
な
る
の
が
建

て
前
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
土
地
所
有
権
は
こ
れ
と
は
全
く
事
情
が
異
な

っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
土
地
は
、
人
間
の
行
為
と
は
全
く

無
関
係
に
自
然
界
に
存
在
し
て
お
り
、
資
本
や
労
働
の
投
下
に
よ
っ
て
製

造
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
み
な
ら
ず
、
有
限
で
あ
っ
て
再
生
産
は
不
可

能
だ
か
ら
で
あ
る
。
同
じ
土
地
で
あ
っ
て
も
、
た
と
え
ば
開
墾
地
、
埋
立

地
、
宅
地
造
成
地
な
ど
は
、
資
本
投
下
さ
れ
て
い
る
た
め
、
半
ば
商
品
生

産
の
法
則
に
従
わ
せ
て
よ
い
が
、
ほ
と
ん
ど
の
土
地
は
、
売
買
や
相
続
が

繰
り
返
さ
れ
て
現
在
の
所
有
状
態
に
落
ち
着
い
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ

こ
で
の
土
地
所
有
者
は
、
資
本
や
労
力
を
投
下
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
漫

然
と
自
然
物
た
る
土
地
を
支
配
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
わ
け
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
民
法
典
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
土

地
所
有
権
と
他
の
生
産
物
所
有
権
と
を
区
別
せ
ず
、
共
に
絶
対
的
な
権
利

と
し
て
扱
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
土
地
所
有
権
に
つ
い
て
様
々
な
問
題
を

も
た
ら
す
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
幾
つ
か
を
次
に
纏
め
て
み
よ
う
。

二
　
土
地
所
有
権
に
関
す
る
法
的
諸
問
題

ω
　
土
地
の
公
共
的
利
用
に
対
す
る
障
害

土
地
所
有
者
は
、
（
法
令
で
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
限
り
）
当
該
土
地
に
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つ
い
て
自
由
な
支
配
権
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
、
所
有
者

が
土
地
を
勝
手
に
使
用
し
た
り
放
置
す
れ
ば
、
無
秩
序
な
開
発
や
環
境
汚

染
と
い
っ
た
弊
害
が
発
生
す
る
。
こ
れ
が
都
市
部
で
行
わ
れ
る
と
、
住
宅

難
、
交
通
難
、
住
環
境
な
ど
の
悪
化
を
も
た
ら
す
。
こ
れ
は
ス
プ
ロ
ー
ル

現
象
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
の
現
象
を
阻
止
す
る
に
は
、
土
地
所
有
権
の
「
絶

対
性
」
が
邪
魔
に
な
る
。
土
地
所
有
権
が
余
り
に
強
化
さ
れ
て
い
る
と
、

勝
手
な
使
用
や
放
置
を
防
止
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

②
　
土
地
の
適
正
か
つ
計
画
的
な
利
用
へ
の
妨
げ

　
土
地
は
国
民
に
と
っ
て
限
ら
れ
た
資
源
で
あ
り
、
ま
た
国
民
の
諸
活
動

に
と
っ
て
不
可
欠
の
基
盤
で
あ
る
と
い
っ
た
特
性
に
鑑
み
る
と
、
た
と
え

ば
社
会
資
本
が
整
備
さ
れ
た
り
、
諸
機
能
の
集
積
が
進
ん
で
利
便
性
が
高

い
地
域
は
、
一
般
的
に
は
、
低
利
用
で
あ
っ
た
り
未
利
用
の
ま
ま
に
放
置

さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
土
地
を
利
用
し
な
い
こ
と
も
土
地

所
有
者
の
自
由
で
あ
る
の
が
建
て
前
だ
と
す
る
と
、
土
地
所
有
者
に
「
適

切
な
利
用
を
せ
よ
」
と
期
待
し
て
も
、
そ
れ
は
所
詮
無
理
だ
と
言
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
土
地
は
き
ち
ん
と
し
た
利
用
計
画
の
策
定
と
こ
れ
に
従
っ
た

利
用
が
望
ま
し
い
が
、

る
。

土
地
所
有
権
の
「
絶
対
性
」
は
そ
の
障
壁
と
な

㈹
　
土
地
の
投
機
的
利
用
に
よ
る
地
価
の
高
騰

　
所
有
者
が
土
地
を
投
機
の
対
象
と
し
て
利
用
す
る
と
、
需
給
の
逼
迫
を

招
い
て
、
地
価
の
高
騰
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
多
い
。
特
に
、
将
来
の
値

上
が
り
益
を
過
大
に
見
込
ん
だ
価
格
で
取
引
さ
れ
て
、
通
常
の
取
引
価
格

や
、
そ
の
土
地
の
利
用
価
値
に
見
合
っ
た
価
格
か
ら
か
け
離
れ
た
価
格
が

定
め
ら
れ
る
と
、
や
は
り
地
価
は
高
騰
す
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
投
機
の
対
象
と
さ
れ
た
土
地
は
、
往
々
に
し
て
利
用
さ
れ

な
い
ま
ま
に
放
置
さ
ね
る
性
格
を
有
し
て
い
る
か
ら
、
ど
う
し
て
も
秩
序

あ
る
土
地
利
用
を
阻
害
し
や
す
い
。
そ
し
て
、
土
地
所
有
権
の
絶
対
と
い

う
思
想
は
、
こ
の
投
機
的
利
用
を
盛
ん
に
許
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

そ
の
結
果
、
「
地
価
は
絶
対
に
下
が
ら
な
い
」
と
い
う
土
地
神
話
が
定
着
し
、

「
土
地
を
保
有
し
続
け
る
と
、
必
ず
莫
大
な
利
得
を
上
げ
ら
れ
る
」
と
い

う
値
上
が
り
期
待
が
蔓
延
し
て
、
仮
需
要
や
留
保
需
要
が
拡
大
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
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ω
　
土
地
利
用
と
受
益
に
応
じ
た
負
担
の
不
公
平

　
た
と
え
ば
開
発
区
域
の
周
辺
地
は
、
道
路
、
上
下
水
道
、
鉄
道
な
ど
が

完
備
さ
れ
る
の
で
、
こ
う
し
た
公
共
施
設
の
整
備
に
よ
り
周
辺
地
の
地
価

は
高
騰
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
所
有
者
が
土
地
を
売
却
す

る
と
き
は
、
所
有
者
の
関
知
し
な
い
と
こ
ろ
で
発
生
し
た
土
地
の
値
上
が

り
利
益
（
1
1
開
発
利
益
）
は
、
土
地
所
有
者
の
懐
に
そ
の
ま
ま
転
が
り
込

む
こ
と
に
な
る
。
こ
の
結
論
は
い
か
に
も
不
自
然
で
あ
る
。

　
で
も
、
こ
う
し
た
公
共
投
資
に
よ
る
地
価
の
上
昇
分
は
、
日
本
の
場
合
、

あ
た
か
も
土
地
所
有
者
に
当
然
の
如
く
帰
属
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
民
法
典
に
拠
れ
ば
、
土
地
所
有
権
の
内
容
は
自
由
に
使
用
、
収

益
、
処
分
で
き
る
こ
と
だ
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
道
路
の
敷
設
や
下
水
道

の
完
備
と
い
っ
た
公
共
投
資
な
ど
、
外
部
的
な
経
済
活
動
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
開
発
利
益
は
、
そ
の
土
地
の
所
有
者
に
当
然
に
帰
属
す
る
と
考

え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
で
も
、
こ
の
結
論
は
甚
だ
不
公
平
だ
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
土
地
所
有
者
は
、
不
労
所
得
を
手
中
に
収
め
る
こ
と
に
な
る

か
ら
で
あ
る
。

三
　
こ
れ
ま
で
の
立
法
政
策

ω
　
高
度
経
済
成
長
期
以
降
の
立
法
政
策

　
以
上
の
よ
う
に
、
土
地
所
有
権
の
「
絶
対
性
」
が
障
害
を
も
た
ら
す
と

す
る
と
、
次
の
疑
問
に
逢
着
す
る
。
土
地
所
有
権
も
法
令
に
よ
っ
て
制
限

す
る
こ
と
が
可
能
な
は
ず
だ
か
ら
、
立
法
上
の
措
置
を
講
じ
て
こ
れ
ら
の

障
害
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

日
本
民
法
典
が
規
定
し
て
い
る
所
有
権
は
憲
法
二
九
条
の
保
障
下
に
あ

り
、
そ
の
二
項
は
「
公
共
の
福
祉
」
に
よ
る
制
限
を
認
め
て
い
る
か
ら
、

土
地
問
題
に
対
処
し
て
、
こ
れ
ま
で
土
地
所
有
権
の
内
容
を
規
制
す
る
多

く
の
立
法
政
策
が
採
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
主
な
土
地
政
策
と
立
法
政

策
を
次
に
概
観
す
る
。

　
ω
昭
和
三
〇
年
代

　
土
地
問
題
と
し
て
土
地
所
有
権
が
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

戦
後
、
と
り
わ
け
昭
和
三
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長
に
よ
っ
て
、
都
市
へ

の
人
ロ
集
中
や
産
業
集
中
が
激
化
し
て
か
ら
で
あ
る
。
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こ
の
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
全
国
の
大
都
市
と
そ
の
周
辺
部
で
戦
後

初
め
て
地
価
上
昇
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
（
第
一
回
の
地
価
高
騰
）
。
そ
し
て
、

こ
の
時
期
の
土
地
政
策
の
重
点
は
「
宅
地
の
供
給
拡
大
」
で
あ
り
、
こ
れ

に
対
す
る
政
策
と
し
て
建
設
省
に
よ
る
「
宅
地
総
合
対
策
」
（
昭
和
三
五
年
）

が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
基
づ
き
幾
つ
か
の
立
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、
こ

の
時
期
の
立
法
は
土
地
所
有
権
の
「
絶
対
性
」
に
支
配
さ
れ
て
お
り
、
政

府
や
自
治
体
の
公
共
介
入
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　
口
　
昭
和
四
〇
年
代
前
半

　
こ
の
時
期
は
地
価
が
高
値
安
定
状
態
を
続
け
て
い
た
頃
で
あ
り
、
政
府

の
あ
ら
ゆ
る
機
関
が
矢
継
ぎ
早
に
対
策
を
打
ち
出
し
た
。
特
に
、
政
府
の

機
関
で
あ
る
「
地
価
対
策
閣
僚
協
議
会
」
の
決
定
が
与
え
た
影
響
は
大
き

く
、
そ
の
結
果
、
都
市
計
画
法
（
昭
四
三
）
と
建
築
基
準
法
（
昭
四
五
）

の
全
面
改
正
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
現
行
都
市
計
画
制
度
の
基
礎
が
築
か
れ

た
。

の
　
昭
和
四
〇
年
代
後
半

田
中
角
栄
の
『
日
本
列
島
改
造
論
』

（
昭
四
七
）
に
象
徴
さ
れ
る
開
発

促
進
ブ
ー
ム
や
、
金
融
緩
和
、
さ
ら
に
は
過
剰
流
動
性
の
発
生
を
背
景
に
、

昭
和
四
八
年
以
降
、
い
わ
ゆ
る
狂
乱
地
価
の
時
代
を
迎
え
、
二
回
目
の
地

価
高
騰
が
起
こ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
地
価
高
騰
に
際
し
「
地
価
対
策
閣
僚
協
議
会
」
が
打

ち
出
し
た
土
地
政
策
は
、
こ
れ
ま
で
の
土
地
政
策
と
は
趣
を
異
に
し
て
い

る
。
そ
の
一
つ
に
投
機
的
取
引
の
抑
制
が
あ
り
、
こ
の
具
体
化
と
し
て
、

土
地
税
制
の
改
正
（
昭
四
八
）
と
国
土
利
用
計
画
法
（
昭
四
九
）
の
制
定

が
実
現
し
た
。
特
に
、
後
者
は
、
土
地
の
売
買
等
に
つ
い
て
許
可
制
や
届

出
制
を
導
入
す
る
な
ど
、
土
地
所
有
権
の
内
容
を
な
す
処
分
の
自
由
に
つ

い
て
重
大
な
制
約
を
課
す
こ
と
と
な
っ
た
。

⇔
昭
和
五
〇
年
代

　
昭
和
四
八
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
地
価
は
安
定
化
の
傾
向
に

向
か
い
、
こ
れ
に
伴
っ
て
土
地
取
引
量
と
民
間
住
宅
の
供
給
量
は
低
下
し

た
。
こ
の
た
め
、
昭
和
五
三
年
以
降
、
再
び
土
地
の
供
給
促
進
を
目
的
と

す
る
政
策
が
採
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
実
際
に
は
宅
地
供
給
は
そ
れ

ほ
ど
進
ま
ず
、
こ
の
時
期
の
末
か
ら
三
回
目
の
異
常
な
地
価
高
騰
が
始
ま

る
こ
と
に
な
っ
た
。
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㈱
昭
和
六
〇
年
代

㈲
　
土
地
臨
調
の
答
申

　
昭
和
五
〇
年
代
の
末
か
ら
起
こ
っ
た
地
価
高
騰
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

中
曽
根
総
理
大
臣
の
直
接
の
指
示
の
下
に
設
け
ら
れ
た
土
地
対
策
検
討
委

員
会
、
い
わ
ゆ
る
「
土
地
臨
調
」
に
下
駄
が
預
け
ら
れ
た
。
土
地
臨
調
は

ま
ず
緊
急
対
策
と
し
て
の
答
申
を
公
に
し
（
昭
六
二
・
一
〇
・
一
二
）
、

政
府
は
こ
れ
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
踏
襲
す
る
形
で
「
緊
急
土
地
対
策
要
綱
」

（
昭
六
二
・
一
〇
・
一
六
）
を
制
定
か
つ
実
施
し
た
。

　
次
に
、
土
地
臨
調
は
、
先
の
答
申
を
発
表
し
た
翌
年
に
、
中
期
・
長
期

に
亘
る
総
合
的
な
対
策
と
し
て
の
最
終
答
申
を
出
し
た
（
昭
六
三
・
六
・

一
五
）
。
そ
し
て
、
政
府
は
こ
れ
に
基
づ
き
「
総
合
土
地
対
策
要
綱
」
を

閣
議
決
定
し
、
実
施
に
移
し
て
い
る
（
昭
六
三
・
六
・
二
八
）
。

㈲
　
土
地
臨
調
の
答
申
に
掲
げ
ら
れ
た
土
地
五
原
則

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
最
終
答
申
で
は
、
土
地
の
特
性
を
明
示
す
る
と
と
も

に
、
土
地
の
公
共
性
、
社
会
性
が
謳
わ
れ
、
今
後
進
め
る
べ
き
土
地
対
策

に
当
た
り
、
土
地
に
対
す
る
国
民
の
共
通
認
識
を
確
立
す
る
た
め
の
五
つ

の
原
則
が
掲
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
政
府
は
、
こ
の
五
原
則
を
基
本
的
に

受
け
入
れ
て
、
重
要
な
土
地
基
本
法
の
制
定
に
着
手
し
た
。

②
　
土
地
基
本
法
の
制
定
と
そ
の
後
の
課
題

　
こ
れ
ま
で
土
地
に
関
す
る
多
く
の
立
法
政
策
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら

を
統
一
的
に
解
釈
す
る
指
針
と
し
て
土
地
基
本
法
の
制
定
が
重
要
だ
、
そ

し
て
土
地
に
つ
い
て
共
通
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
確
立
す
べ
き
だ
と
の
認
識

か
ら
、
平
成
元
年
一
二
月
二
二
日
に
土
地
基
本
法
が
制
定
・
公
布
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
は
、
前
述
し
た
五
原
則
を
部
分
的
に
修
正
し
た
り
統
合
を
加
え

て
、
ま
ず
、
ω
公
共
の
福
祉
に
適
し
た
土
地
利
用
を
最
優
先
し
、
そ
の
下

に
、
＠
土
地
の
適
正
か
つ
計
画
的
な
利
用
、
の
価
値
の
増
加
に
伴
う
適
切

な
負
担
（
開
発
利
益
の
還
元
と
受
益
者
負
担
）
、
ω
投
機
的
取
引
の
規
制

の
四
つ
を
基
本
理
念
と
す
る
「
宣
言
法
」
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。

　
こ
の
土
地
基
本
法
に
よ
っ
て
今
後
の
施
策
の
方
向
が
示
さ
れ
た
が
、
問

題
は
、
こ
の
法
律
が
あ
く
ま
で
も
基
本
法
で
あ
っ
て
、
土
地
政
策
に
対
す

る
理
念
を
宣
言
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
、
土
地
基
本
法
に
よ
っ

て
直
ち
に
従
来
の
土
地
問
題
の
病
根
が
一
掃
さ
れ
る
よ
う
な
、
即
効
薬
と

し
て
の
効
き
目
は
期
待
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
今
後
の
問
題
と
し
て
は
、
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前
述
し
た
四
つ
の
基
本
理
念
を
ど
う
具
体
化
す
べ
き
か
、
に
あ
る
。
そ
の

一
端
を
紹
介
す
る
と
、
ま
ず
、
①
土
地
基
本
法
が
土
地
の
公
共
的
性
格
に

つ
い
て
、
国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
形
成
を
狙
っ
て
制
定
さ
れ
た
と
し
て

も
、
こ
の
法
律
の
成
立
を
も
っ
て
直
ち
に
そ
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
こ
と

に
は
な
ら
な
い
か
ら
、
今
後
、
具
体
的
な
施
策
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
が
今
日
の

日
本
に
お
け
る
重
要
な
課
題
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
土
地
基

本
法
は
、
公
共
の
福
祉
を
最
優
先
し
た
土
地
利
用
を
宣
言
し
て
い
る
か
ら
、

法
的
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
「
公
共
性
」
に
よ
る
制
約
と
し
て
、
複
合
的

で
具
体
的
な
施
策
が
、
事
実
に
即
し
た
形
で
常
に
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
さ
も
な
い
と
、
公
共
の
福
祉
に
よ
る
土
地
所
有
権
の
制
限
は
、
各

人
の
主
観
的
願
望
に
終
始
し
て
し
ま
い
、
何
ら
具
体
的
な
基
準
を
提
示
し

な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
②
開
発
利
益
還
元
の
原
則
を
ど
う

実
現
し
て
い
く
べ
き
か
、
ま
た
受
益
者
負
担
に
つ
い
て
は
ど
う
か
も
、
今

後
の
重
大
な
課
題
と
な
る
。
各
々
の
概
念
自
体
が
必
ず
し
も
自
明
で
は
な

く
、
従
っ
て
土
地
基
本
法
は
曖
昧
模
糊
と
し
た
表
現
に
止
ま
っ
て
い
る
の

で
、
そ
の
具
体
的
な
施
策
が
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
譲
渡

所
得
税
や
法
人
に
対
す
る
資
産
再
評
価
税
な
ど
の
税
制
と
、
開
発
利
益
負

担
金
制
度
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
が
提
案
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

③
土
地
の
適
正
か
つ
計
画
的
な
利
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ

り
、
そ
の
手
続
的
な
整
備
が
当
然
必
要
と
な
る
。
た
と
え
ば
手
続
面
で
の

正
当
性
を
保
障
す
る
こ
と
、
都
市
形
成
の
方
向
に
関
し
、
地
域
住
民
の
社

会
的
合
意
に
裏
付
け
ら
れ
た
適
正
な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
存
在
す
る
こ

と
、
当
該
計
画
の
適
正
さ
や
妥
当
性
に
つ
い
て
の
争
訟
が
可
能
で
あ
る
こ

と
、
な
ど
で
あ
る
。
殊
に
、
地
価
が
下
落
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
昨
今
を

勝
機
に
、
適
正
か
つ
計
画
的
な
土
地
利
用
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
誘
導
す

る
方
途
が
策
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
加
え
て
、
④
基
本
理
念
の
一

つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
投
機
的
取
引
の
抑
制
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
ど
う

抑
制
し
て
い
く
か
が
強
く
求
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
具
体
策
に
つ

き
換
気
す
べ
き
事
項
と
し
て
、
二
つ
ほ
ど
例
示
す
る
と
、
一
つ
は
、
国
な

ど
公
的
機
関
が
行
う
土
地
の
評
価
に
は
幾
つ
か
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
間

の
均
衡
化
と
適
正
化
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
う
一
つ
は
、
土

地
情
報
の
渡
り
方
に
格
差
が
あ
る
と
地
価
高
騰
の
原
因
と
な
る
の
で
、
こ

の
情
報
の
整
備
も
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
以
上
の
よ
う
な
具
体
策
を
図

り
な
が
ら
、
よ
り
根
本
的
な
観
点
で
は
、
絶
対
的
土
地
所
有
権
に
対
す
る

国
民
の
意
識
を
変
容
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
こ
れ
ま
で
土
地
所
有
権
の
内
容
の
説
明
に
始
ま
り
、
日
本
の
土
地
所
有

の
置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
概
略
を
述
べ
て
き
た
。
土
地
問
題
は
民
法
学

を
含
む
法
律
学
の
領
域
に
限
ら
ず
、
政
治
、
経
済
、
社
会
す
べ
て
に
関
わ

る
大
問
題
で
あ
り
、
各
方
面
か
ら
の
考
察
・
分
析
が
さ
れ
て
い
る
。
私
は

他
の
分
野
に
対
し
て
は
全
く
の
門
外
漢
で
あ
り
コ
メ
ン
ト
で
き
な
い
が
、

民
法
典
の
置
か
れ
た
土
地
所
有
の
状
況
を
こ
こ
で
確
認
し
て
も
ら
う
こ
と

を
一
端
に
、
土
地
問
題
に
関
す
る
国
民
的
論
議
が
よ
り
盛
ん
に
な
る
こ
と

を
希
望
し
て
い
る
。

［
付
記
］
　
本
稿
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
に
お
け
る
報
告
の
要
旨
で
あ
る
。


